
資

ド}

現
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
銀
行
側
は
一
応
好
感
を
寄
せ
て
い
る
も
の
の
、
物
価
改
訂
に
よ
る
資

金
コ
ス
ト
高
に
早
ぐ
も
日
歩
三
銭
へ
の
再
度
引
上
げ
を
要
望
し
て
い
る
(
下
関
、
松
山
、
広
品
、

静
岡
、
高
松
〉
。

回
、
物

価

一
般
市
中
購
買
カ
の
低
下
と
業
界
の
金
桔
り
を
反
映
し
聞
物
価
は
保
合
乃
軍
撤
腕
程
度
に

て
、
公
定
価
指
改
訂
の
影
響
は
未
だ
現
わ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
日
び
上
昇
に
向
う
も
の
と
の

観
測
が
強
い
ハ
各
居
〉
。
品
目
別
に
み
る
と
端
境
期
を
迎
え
た
米
の
勝
貨
が
著
し
く
〈
各
庖
)
一

升

二
百
五
十
円
を
越
え
た
地
方
も
あ
る
が
〈
京
都
)
収
穫
期
に
入
っ
た
麦
、
馬
鈴
薯
は
大
幅
に
下
落

し
(
鹿
児
晶
、
松
山
、
広
島
〉
、特
に
豊
作
の
野
菜
に
は
公
定
価
絡
を
削
る
も
の
も
少
く
な
い
(
各

庖
)
。
又
繊
維
品
が
今
後
の
出
廻
増
加
を
期
待
し
て
反
落
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
(
商
館
、
桐

島
、
松
本
、
名
古
屋
、
京
都
)
。

玉
、
公
定
価
格
改
訂
の
反
響

石
炭
、
木
材
等
重
要
基
礎
物
資
二
十
品
目
の
物
価
第
一
次
改
訂
は
木
月
二
十
三
日
よ
り
実
施

さ
れ
た
が
、
予
想
以
上
の
大
幅
引
上
に
拘
ら
ず
、
そ
の
基
礎
と
な
る
三
千
七
百
円
ベ
l

ス
は
低

き
に
過
ダ
改
訂
物
価
の
崩
壊
は
必
歪
で
あ
る
と
見
る
向
会
が
多
い
(
削
館
、
前
橋
、
高
知
)
。
又

石
炭
楽
に
於
て
も
低
質
成
地
方
は
今
回
の
引
上
を
以
て
し
て
も
採
算
削
を
来
た
す
と
し
て
不
耐

の
色
が
濃
く
〈
細
島
、
札
幌
)
製
造
業
方
町
は
哨
加
運
転
資
金
の
調
達
に
苦
慮
し
〈
函
館
、
静
岡
、

仙
台
)
、
商
業
方
而
は
原
価
高
と

一
般
購
買
力
の
低
下
に
愈
々
窮
状
に
陥
る
も
の
と
み
ら
れ
(
桐

島
、
新
潟
〉
更
に
之
を
制
問
機
と
し
て
労
働
攻
勢
の
蛾
烈
化
も
予
想
さ
れ
て
い
る
(
下
問
、
函
館
)
。

か
〈
て
今
次
の
物
価
改
訂
は
単
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
追
随
し
た
伽
柏
村
倍
率
の
変
更
に
過
宮

ず
と
な
し
(
下
関
)
折
角
の
安
定
な
悶
に
逆
行
す
る
も
の
と
し
て
非
雌
す
る
戸
が
高
い
(
熊
本
、

高
知
)
。
〈
黒
崎
)

昭
和
二
十
三
年
七
月
|

|
九
月

七

中

月

て

概

況

政
局
の
不
安
定
、
相
次
ぐ
公
定
価
格
の
改
訂
、
本
予
算
の
成
立
に
イ
ン

フ
レ
再
燃
の
声
が
強

凶
二
八

ま
り
つ
L
あ
り
〈
各
庖
〉
経
済
安
定
十
原
則
の
発
表
も
現
内
閣
に
対
す
る
不
信
感
、
桝
散
拭
構
え

も
あ
っ
て
世
論
は
余
り
関
心
を
示
し
て
い
な
い
(
名
古
屋
、
前
橋
、
松
本
)
が
、
国
家
公
務
員
法

の
改
正
に
関
す
る
マ
ツ
カ
l
サ
l
元
帥
の
書
簡
は
一
般
に
好
感
を
以
て
迎
え
ら
れ
た
(
各
庖
)
。

事
業
界
の
金
詰
り
は
公
価
改
訂
に
よ
っ
て
愈
々
深
刻
化
し
(
各
庖
)
商
況
は
夏
枯
れ
と
購
買
力
の

減
退
と
に
よ
り
不
振
を
極
め
(
各
庖
)
殊
に
商
防
街
は
投
売
り
、
福
引
大
売
出
し
等
に
よ
り
売
急

g
に
懸
命
で
あ
る
(
各
庖)。

取
引
高
税
に
対
し
て
は
、

イ
ン
フ
レ
を
促
進
し
、
脱
税
目
的
の
闇

取
引
を
醸
成
す
る
も
の
と
し
て
反
対
の
戸
が
聞
か
れ
る
(
小
樽
、
前
橋
〉
。

ニ
、

預

金

一
方
に
於
て
木
予
算
成
立
に
よ
る
政
府
支
払
の
進
捗
(
大
阪
、
函
館
、
稲
岡
〉
公
団
預
令
・の
増

加
〈
小
輔
、
相
品
)
貸
出
に
よ
目。
両
地
預
金
の
附
加
(
大
阪
、
小
樽
、
前
橋
)
が
あ
っ
た
と
は
い
え

恰
も
市
況
夏
枯
れ
則
に
当
り
〈
高
知
、
高
松
、
金
沢
、
大
分
)
盆
資
金
の
引
出
(
前
柄
、
静
岡
、

甲
府
、
熊
本
、
鹿
児
島
〉
納
税
資
金
の
引
出
(
各
庖
)
が
多
〈
、
そ
れ
に
前
月
若
噌
の
反
動
(
仙

台
、
京
都
、
松
山
、
高
松
〉
を
受
け
て
、
概
し
て
仲
び
悩
み
の
模
様
で
あ
る
ハ
各
町
〉
。
農
業
会

預
金
は
、
去
、
応
齢
制
樹
供
出
代
金
の
振
込
に
も
拘
ら
ず
、
山
岡
枇
雨
期
明
け
努
々
ハ
訟
を
迎
え
て
引
出

多
〈
納
税
資
金
も
加
わ
っ
て
之
ま
た
仲
び
悩
み
の
状
態
で
あ
る
(
各
倍
〉
。

=一
、
第
一
封
鎖
預
金
解
除
の
影
響

第
一
封
鎖
預
金
は
木
月
二
十
一
日
を
以
て
全
面
的
に
解
除
せ
ら
れ
た
が
そ
の
影
響
と
し
て
は

解
除
後
数
日
郵
便
局
等
の
引
出
が
開
立
っ
た
程
度
で
概
し
て
平
静
で
あ
っ
た
ハ
各
賠
〉
。
之
は
法

人
預
金
が
少
〈
な
っ
て
い
た
こ
と
〈
岡
山
、
下
関
、
鹿
児
品
)
残
刊
が
零
細
な
も
の
が
多
い
と
と

(
各
脂
)
罰
金
に
刈
す
る
信
頼
感
の
恢
観
か
ら
却
っ
て
之
を
焔
存
し
よ
う
と
い
う
心
理
が
一
般
に

認
め
ら
れ
る
こ
と
〈
松
江
)
今
M
ま
で
封
鎖
預
金
を
保
持
し
て
い
た
の
は
や
は
り
余
裕
の
あ
る
者

で
あ
っ
て
差
当
っ
て
引
出
の
必
要
の
な
い
と
と
(
大
阪
)
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
と
に
角
預
金

に
対
す
る
信
頼
感
と
安
心
感
と
を
取
戻
し
た
と
と
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
(
各
庖
〉
一
旦
引
出
し

た
預
金
の
再
預
入
更
に
タ
ン
ス
預
金
の
銀
行
預
入
(
大
阪
、
新
潟
〉
が
見
ら
れ
る
等
今
後
制
金
吸

収
を
促
進
す
る
に
与
っ
て
力
る
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
金
融
機
関
と
し
て
も
負
担
の
崎
減
に
よ

り
全
力
を
預
金
吸
収
に
集
中
す
る
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
(
開
館
、
背
森
、
前
橋
、
松
江
)。

回
、

貸

出

銀
行
側
は
先
行
に
対
す
る
容
戒
と
今
回
の
融
資
準
則
の
改
正
を
機
と
し
て
、

凶
往
融
資
の
回



収
、
新
規
融
資
の
抑
制
1

貸
出
先
の
厳
選
に
弱
め
て
い
る
が
〈
各
脂
)
事
業
界
の
依
然
た
る
金
詰

り
と
公
価
改
訂
に
伴
う
増
加
運
転
資
金
の
需
要
旺
盛
(
各
賠
)
と
か
ら
貸
出
は
著
し
い
増
加
を
示

し
た
〈
各
庖
)
。
融
資
の
中
、
主
な
る
も
の
は
、
購
繭
資
金
(
各
庖
)
繊
維
関
係
資
金
(
各
脂
)
公
開

認
証
手
形
融
資
(
小
樽
、
高
松
、
稲
岡
)
地
方
公
共
同
体
に
対
す
る
紫
F
資
金
〈
前
橋
、
高
松
、

鹿
児
ぬ
)
製
材
資
金
(
背
森
、
秋
出
、
鹿
児
島
)
水
産
物
蒐
荷
資
金
(
小
樽
、
函
館
、
背
森
、
制

品
)
等
で
、
事
業
者
の
資
金
調
述
難
が
反
映
し
て
木
行
に
対
す
る
融
資
斡
旋
依
頼
の
増
加
が
目

立
っ
て
い
る
(
広
島
、
下
関
、
福
岡
)
。

玉、

融
通
準
則
改
正
の
影
響

本
月
二
十

一
日
金
融
機
関
資
金
融
通
準
則
が
改
正
さ
れ

一
日
に
遡
っ
て
実
施
さ
れ
た
が
そ
の

影
響
と
し
て
は
事
務
が
簡
略
化
さ
れ
た
こ
と
(
背
森
、
松
本
、
金
沢
)
と
産
業
資
金
貸
出
が
自
主

的
迎
用
に
任
さ
れ
た
こ
と
〈
名
古
屋
、
函
館
、
松
本
〉
と
は
好
感
を
以
て
迎
え
ら
れ
た
が
財
政
資

金
の
三
五
銘
は
産
業
資
金
を
圧
迫
す
る
も
の
と
し
て
反
対
が
強
い
(
仙
台
~
名
古
屋
、
下
関
)
。

丙
種
事
業
資
金
貸
出
の
不
要
許
可
限
度
は

一
件
三
十
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
た
が
丙
種
貸
出
総

額
に
対
す
る
制
限
(
貸
出
純
増
加
額
の
一
路
)
は
依
然
据
置
で
あ
る
為
、
実
際
上
何
等
緩
和
と
な

ら
ず
之
が
緩
和
の
要
望
が
強
い
(
小
樽
、
大
分
、
静
岡
、
松
本
、
熊
本
)
。

六、

金

刺

1

市
中
貸
出
金
利
引
上
げ
の
影
響

臨
時
金
利
調
護
法
に
よ
る
市
中
貸
出
最
高
金
利
が
本
月
一
日
か
ら
一
一
一厘
引
上
げ
ら
れ
日
歩

二
銭
八
麗
と
な
っ
た
が
市
中
貸
出
金
利
は
急
速
に
之
に
鞘
寄
せ
し
つ
L

あ
り
(
各
底
)
又
丙
種

貸
出
は
口
歩
三
銭
一
足
i
ニ
題
中
心
で
あ
る
が
〈
各
底
)
一
部
に
は
一
一一
餓
五
躍
の
適
用
が
見
ら

れ
た
〈
熊
本
〉
。
事
業
者
と
し
て
は
生
産
コ
ユ
ト
中
に
占
め
る
金
利
の
制
合
が
低
い
為
平
静
な

態
度
を
持
し
て
い
る
(札
'
幌
、
補
島
、
松
本
、
岡
山
)
。

2
本
行
公
定
歩
合
引
上
げ
の
影
響

本
行
公
定
歩
合
も
本
月
五
日
か
ら
ご
厘
方
引
上
げ
ら
れ
た
が
市
中
銀
行
で
は
金
利
体
系
の

不
均
衡
を
是
正
せ
ん
と
す
る
本
行
の
意
図
を
諒
示
し
巴
む
を
得
ぬ
描
世
と
見
て
い
る
が
〈
相

鳥
、
岡
山
)
一
方
附
期
尚
早
な
り
と
の
戸
も
剛
か
れ
(
松
本
)
又
金
融
機
関
と
し
て
は
経
費
噸

惜
の
折
柄
之
を
有
力
な
根
拠
と
し
て
一
部
に
貸
出
金
利
再
引
上
げ
の
要
望
が
昂
ま
っ
て
い
る

(函
館
、
甲
府
、
下
関
〉
。
事
業
界
で
は
之
を
本
行
の
金
融
引
締
め
、
企
業
合
理
化
強
行
政
策

各
支
脂
金
融
報
告
抜
孝

昭
和
二
十
三
年
七
月
|
九
月

の
表
現
と
見
る
向
き
も
あ
る
(
松
木
、
下
関
)
。

七
、
公
価
改
訂
の
影
響

l
!物
価

今
般
の
公
価
改
訂
は
勤
労
者
の
家
計
に
対
し
て
は
甚
だ
し
い
圧
迫
と
な
り
(
各
自
)
米
代
の
未

払
家
庭
続
出
(
秩
凹
〉
木
炭
、
薪
の
配
給
辞
退
(
秋
田
、
松
木
)
等
の
現
象
が
見
ら
れ
賃
上
げ
労
働

攻
勢
が
激
化
し
つ
L
る
る

ハ各
庖
)
。

購
買
力
の
低
ド
に
よ
り
中
小
企
業
は
競
争
の
激
化
、
売
行
の
不
娠
、
製
品
ス
ト
ッ
ク
の
増

加
、
資
金
調
達
雄
に
苦
慮
し
て
い
る
(
各
庖
)
。
結
局
今
回
の
公
価
改
訂
は
事
業
界
の
金
詰
り
と

購
買
力
減
退
と
を
促
進
す
る
と
と
と
な
っ
た
為
、
開
催
の
腕
貨
を
伴
わ
ず
公
定
、
闇
両
価
格
の

鞘
寄
せ
の
形
と
な
り
企
業
の
合
理
化
乃
至
自
然
淘
汰
は
不
可
避
と
み
る
向
が
多
い
〈
名
古
屋
、

京
都
、
仙
ム
門
司
甲
・
肘
、
高
知
)
。
物
州
の
助
会
を
凡
る
に
公
制
改
訂
に
よ
る
購
買
力
減
退
の
為

実
際
物
価
は
米
(
各
脂
〉
燃
料
(
各
自
)
油
、
ピ
l

ル
(
松
本
、
高
知
、
金
沢
、
京
都
〉
等
が
昂
蹄
し

た
他
は
一
般
に
保
合
状
態
を
一
日
し
〈
各
賠
)
、
野
菜
は
大
幅
に
下
落
し
、
繊
維
製
品
も
漸
落
し

つ
L
、
あ
る
(
京
都
、
大
分
、
甲
府
、
下
問
、
鹿
児
島
〉
。
実
際
物
価
が
公
価
を
下
廻
っ
て
い
る
も

の
は
、
木
材
(
高
知
、
松
江
、
仙
台
、
松
本
、
岡
山
、
前
橋
〉
篭
気
器
具
(
松
本
、
高
松
)
陶
磁
器

(
名
古
屋
、
市
松
)
石
灰
石
(
岡
山
、
高
知
〉
銅
鉄
鋼
二
次
製
品
、
家
峰
用
金
物
類
、
木
工
製
品
(
以

上
松
木
)
針
、
場
市
、
日
用
品
(
以
上
広
島
)
板
紙
(
岡
山
)
等
で
あ
る
。
〈
堀
江
)

1¥ 

月

中

一
、
概

出
来
秋
豊
作
予
想
、
主
食
増
配
の
見
透
し
に
人
必
は
明
朗
の
肢
を
加
え
つ
L
あ
り
〈
各
庖
)
、

社
会
党
、
通
貨
処
理
的
余
の
発
表
、
中
国
幣
制
改
革
の
柑
道
に
一
部
油
貨
不
安
の
再
燃
を
見
た
(
金

沢
、
京
都
、
楠
岡
)
が
、
大
局
的
に
は
些
し
た
る
結
果
を
生
じ
て
い
な
い
(
各
居
〉
。
然
し
乍
ら

設
資
金
の
支
払
、
下
句
に
於
け
る
政
府
資
金
の
撒
布
増
大
は
本
行
券
増
発
の
本
格
化
を
賢
し
、

イ
ン
フ
レ
再
燃
の
傾
向
漸
ぐ
濃
厚
と
な
っ
た
か
に
見
え
る
(
新
潟
、
静
岡
、
名
古
屋
)
。
文
公
務

員
法
改
正
を
機
に
表
面
化
せ
る
国
鉄
争
識
の
影
響
大
な
る
(
札
幌
、
函
館
〉
地
方
あ
り
、
其
他
労

働
不
安
再
燃
の
兆
せ
る
ハ
仙
台
、
高
松
)
地
方
J

も
あ
る
。

恒
例
の
誕
枯
れ
、
大
衆
購
買
力
の
低
下
で
商
況
冴
え
ず
(
各
庖
〉
、
諸
物
価
も
主
食
の
下
滞
を

中
心
に
下
押
乃
至
保
合
〈
各
府
)
で
、
業
凶
作
の
金
詰
り
一
段
と
窮
風
化
し
(
各
庇
)
、
企
業
界
に
安

定
恐
慌
的
様
相
す
ら
散
見
す
る
(神
戸
、

高
松
〉
地
方
も
あ
る
。

況

四
二
九



資

料

二
、
最
近
の
金
詰
り

最
近
顕
著
な
傾
向
と
し
て
、
金
詰
り
に
悩
む
企
業
と
比
較
的
裕
り
を
持
つ
企
業
と
の
色
彩
分

け
が
漸
次
明
確
化
し
つ
L
あ
る
(
名
古
屋
〉
。

又
金
詰
り
は
消
費
財
部
門
並
に
流
通
部
門
に
特
に

深
刻
で
あ
る
一
方
、
重
要
産
業
え
の
影
響
は
さ
し
て
憂
慮
す
る
必
要
が
な
い
と
み
る
向
も
あ
る

(
大
阪
)
。
増
加
運
転
資
金
問
題
に
悩
む
の
は
企
業
が
小
規
模
低
能
率
で
あ
る
為
か
、
或
は
戦
後

乱
立
の
弊
が
表
面
化
し
た
為
で
あ
る
(
名
古
屋
〉
。

=一
、

貸

出

公
価
改
訂
に
基
〈
噌
加
運
転
資
金
需
要
は
一
部
地
方
を
除
き
本
絡
化
し
一史
に
公
団
認
証
手
形

融
資
、
貿
易
手
形
融
資
の
膨
脱
に
加
う
る
に
食
資
金
明
容
節
的
資
金
需
要
著
し
く
市
中
銀
行
貸

出
は
悲
し
く
増
大
し
た
(
各
庖
)
。

図
、

預

金

月
初
の
所
得
税
納
付
、
月
央
の
説
資
金
引
出

〈間
山、

京
都
)
に
加
え
て
立
枯
れ
商
況
不
振

(
各
庖
)
、
更
に
一
部
通
貨
不
安
(
広
島
〉
等
も
あ
っ
て
銀
行
預
金
は
仲
び
悩
み
(
主
と
し
て
中
何

迄
)
を
伝
え
る
地
方
も
あ
る
が
、

ω前
月
末
撒
布
せ
ら
れ
た
政
府
資
金
が
市
場
に
浸
透
せ
る
こ

と

ω物
価
の
横
置
い
に
投
機
資
金
が
一

服
状
態
に
あ
る
こ
と
問
事
業
会
祉
の
増
資
が
本
絡
化
し

つ
L

あ
る
が
之
等
株
式
払
込
資
金
が
一

時
滞
湘
せ
る
こ
と
(
大
阪
、

金
沢
)
、
等
に
よ
り
大
幅
増

加
を
伝
え
る
地
方
も
あ
る
。

就
中
下
伺
に
は
取
引
高
税
実
施
を
控
え
て
各
種
決
済
資
金
の
移
動

旺
離
を
極
め
、
為
に
三
十

一
日
に
は
翌
日
交
換
持
出
小
切
手
と
預
金
と
の
両
控
勘
定
が
著
し
〈

膨
脹
し
た
こ
と
の
影
響
は
顕
著
で
あ
る
(
大
阪
)
。

出
業
協
同
組
合
羽
金
も
夏
秋
繭
代
金
、

変
、
半
等
供
出
代
金
振
込
に
可
成
の
増
加
を
見
せ
た

(
松
本
)
地
方
も
存
す
る
が

一
般
的
に
は
盆
資
金
等
の
払
民
に
預
金
の
歩
留
り
状
況
は
香
し
く
な

い
(
各
市
泊
三
従
来
の
「
貯
蔀
.
制
金
」
的
性
特
が
失
わ
れ
「
所
得
預
金
」
化
し
つ
L

あ
る
(
名
古
屋
〉
と

も一
一白
わ
れ
る
。
府
県
操
業
会
前
算
事
務
停
川
仰
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
〈
青
森
、
秋
田
、
新
潟
、

静
岡
)
、
特
に
預
金
払
民
増
間
の
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
(仙
台
、
静
岡、

松
山
)
。

玉
、

物

価

公
制
改
訂
に
刺
戟
さ
れ
諸
物
価
強
気
(
松
本
、
熊
本
)
を
伝
え
る
地
方
も
あ
る
が
、

一
般
的
に

は
主
食
下
落
〈
各
底
)
を
中
心
に
梢
ば
い
(
広
助
、
大
分
)
乃
至
下
押
し
(
小
神
〉
、
弱
含
み
(
下
附
)

を
示
し
て
い
る
。
之
が
原
凶
と
し
て
は
配
給
の
航
制
と
豊
作
の
見
通
し
(
各
市
む
に
更
に
購
買
力

四=一
O

の
全
般
的
低
下
(
下
関
、
松
山
〉
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

六
、
金
風
機
構
の
改
革
に
付
い
て

司
令
部
指
針
の
発
表
は
金
融
界
の
み
な
ら
ず
各
方
面
の
注
目
を
惹
い
て
い
る
(
各
唐
)
が
、
何

分
大
綱
の
指
示
に
止
ま
り
細
目
は
不
明
の
点
が
多
い
た
め
巷
の
芦
も
単
な
る
憶
測
の
程
度
を
出

な
い
(
仙
台
、
神
戸
〉
半
面
、
我
国
の
立
場
と
実
情
に
即
し
而
も
連
用
面
に
無
期
一
の
な
い
制
度
を

あ
わ
て
ず
考
究
す
べ
き
で
あ
る
(
鹿
児
島
)
と
な
す
向
も
あ
る
。
兎
角
本
行
乃
至
大
蹴
省
の
権
限

に
関
す
る
問
題
に
の
み
、
法
判
明
し
て
い
る
向
が
多
い
(
仙
A
R
新
潟
、
神
戸
)
が
、
市
中
銀
行
筋
は

一
企
業
に
対
す
る
融
資
を
自
己
資
木
の

一
定
比
率
に
制
限
す
る
点
に
つ

い
て
品
大
の
関
心
を
払

い
、
地
方
銀
行
筋
は
本
行
の
斡
旋
融
資
等
の
大
口
資
金
が
徒
ら
に
地
万
に
分
割
負
犯
と
さ
れ
る

と
と
を
懸
念
し
て
い
る
(
広
島
)
。

七
、
鈍
行
地
資
の
推
移

山
足
の
遮
れ
た
支
活
銀
行
に
比
し
地
元
銀
行
増
資
に
対
す
る
応
募
は
胤
別
で
あ
る
(
各
市
山
)

が
、
一
般
会
社
増
資
と
の
競
合
、
封
鎖
預
金
も
既
に
撤
廃
後
日
を
経
て
い
る
こ
と
等
の
故
に
困

難
が
予
想
さ
れ
る
(
函
館
)
地
方
も
あ
る
。

一
般
に
株
主
屈
の
変
化
が
顕
著
で
あ
る
(名
庖
)。

又

各
行
支
屈
は
別
当
額
消
化
の
為
に
業
者
に
半
ば
強
制
し
、
或
は
払
込
資
金
を
他
の
貸
出
を
行
う

際
融
資
す
る
場
合
も
あ
る
如
く
見
え
る
(
神
戸
)
。
(
和
田
〉

九

中

月

-

、

府

件

同

吋

r
u

-

4
剥
明

、

明

ιν

米
の
監
作
予
想
、
主
食
端
配
の
見
透
し
、
物
価
の
横
一
道
等
に
よ
っ
て
国
民
生
活
に
も
漸
〈
一

抹
の
安
堵
感
が
掠
う
に
至
っ
た
(
各
広
三
労
働
攻
勢
も
と
の
情
勢
を
反
映
し
て
鈍
化
し
、
拡
許

労
資
共
に
形
針
観
望
の
状
態
に
あ
る
(
大
阪
、
京
都
、
制
・
品
、
高
松
、
熊
本
〉
。
金
詰
り
は
依
然

緩
和
せ
ら
れ
ず
(
各
山
〉
商
況
は
取
引
高
説
実
施
の
影
響
も
あ
っ
て
(大
阪
、
前
柄
、
松
山
)
不
慌

を
極
め
て
お
り
(
各
商
)
結
局
こ
の
金
詰
り
と
商
況
不
振
を
通
じ
て
業
界
に
お
け
る
優
勝
劣
敗
、

自
然
拘
汰
の
趨
勢
更
に
閉
経
済
の
後
退
が
卯
土

u

窓
印
化
し
て
来
た
点
は
、
間
わ
ば
蝦
型
地
程
の

一
兆
候
と
し
て
注
目
に
他
す
る
ハ
名
古
毘
)
。
胤
・
-
為
替
レ
ー
ト
段
症
に
対
す
る
業
界
の
関
心
は

漸
く
昂
ま
り
原
則
レ
ー
ト
一
州
H
二
七
O
円
或
は
一
一
一

O
O阿
見
当
を
鵠
単
と
し
て
不
採
算
企
業

が
山
々
自
己
反
省
を
始
め
た
点
が
目
立
つ
が
(
名
古
民
)
}
部
に
は
単
一
レ
ー
ト
世
定
と
問
叫
に

何
等
か
の
通
貨
措
置
乃
韮
は
イ
ン
フ
レ
利
得
吸
収
を
目
的
と
す
る
財
産
税
的
な
も
の
が
翻
せ
ら



れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
を
抱
〈
向
も
あ
る
公
ぷ
都
)
。

一
日
か
ら
実
施
せ
ら
れ
た
取
引
高
税
は
、
手
数
が
か
L

る
と
と
、
入
手
を
要
す
る
こ
と
、
資

金
が
固
定
し
て
金
詰
り
を

一
一
層
甚
だ
し
く
す
る
こ
と
、
及
び
窮
極
の
と
こ
ろ
は
之
に
よ
っ
て
経

営
内
容
が
明
瞭
と
な
り
所
得
な
適
確
に
把
握
さ
れ
る
と
と
等
の
理
由
に
よ
っ
て
業
者
側
か
ら
著

し
く
不
評
を
寂
り
〈
京
都
、
小
樽
、
松
本
、

間
山
)
又
印
紙
の
不
完
受
授
、
使
用
後
の
印
紙
の
い兄

買
等
種
々
の
違
反
行
為
も
行
わ
れ
(
新
潟
、
・
高
知
、
下
関
、
熊
本
〉
各
地
に
撤
廃
の
要
望
が
起
っ

て
い
る
〈
札
幌
、

神
戸
、
岡
山
、
下
閥
、
大
分
)
。

こ
、

預

金

銀
行
増
資
株
払
込
の
為
の
預
金
引
出
し
(
京
都
、
神
戸
、
熊
本
)
政
府
支
払
の
不
活
溌
(
京
都
、

神
戸
、
脅
威
、
高
知
)
等
を
理
由
に
預
金
の
伸
び
悩
み
を
伝
え
る
地
方
も
あ
る
が
、
大
勢
と
し

て
は
預
金
は
帯
増
を
来
し
た
(
各
山泊
三
之
は
政
府
支
払
が
進
捗
し
た
こ
と
〈
大
阪
、
名
古
属
)故

国
貯
蓄
特
別
運
動
が
効
果
を
挙
げ
た
こ
と
(
各
庖
〉
福
徳
定
期
預
金
が
人
気
を
買
っ
た
こ
と
(
名

古
屋
、
函
館
、
高
松
〉
市
中
銀
行
が
新
発
足
を
控
え
て
預
金
護
得
に
努
め
た
こ
と

(
大
阪
〉

等
の

理
由
の
他
、
当
月
は
期
末
の
こ
と
L

て
粉
飾
が
相
当
行
わ
れ
た
関
係
も
見
逃
し
難
い
(
各
庖
)
。

尚
公
価
改
訂
後
手
形
交
換
高
が
漸
次
膨
肢
を
示
し
つ
L
あ
る
が
(
大
阪
、
京
都
、
下
側
)
こ
の
原

因
は
一
件
当
り
取
引
金
額
が
公
価
改
訂
に
よ
っ
て
増
加
し
た
こ
と
、
金
融
り
を
咽
っ
て
い
る
事

業
会
社
が
増
加
運
転
資
金
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
巴
む
な
く
代
金
決
泊
を
手
形
に
よ
り
つ
L
あ
る

こ
と
等
に
求
め
ら
れ
る
(
大
阪
)
。

農
業
協
同
組
合
預
金
は
繭
代
金
(
京
都
、
前
柄
、
静
岡
、
松
本
)
葉
煙
草
・
賠
償
金
(
各
出
)
麦
代

金
(
前
橋
、
岡
山
)
及
び
梨
、
謀
、
蜜
柑
等
の
果
実
代
金
(
松
江
、
松
山
)
等
の
流
入
に
よ
り
順
制

な
伸
び
を
示
し
た
〈
各
出
)
。

=
一、
貸

出

銀
行
側
は
先
行
警
戒
か
ら
新
規
貸
出
の
抑
制
、
回
収
の
促
進
〈
各
局
〉
担
保
主
義
の
励
行
(仙

台
、
松
山
〉
に
努
め
つ
L
あ
る
が
公
価
改
訂
に
よ
る
増
加
運
転
資
金
需
要
が
漸
く
全
廃
業
に
、普

通
し
た
為
〈
各
唐
)
貸
出
は
増
加
を
来
し
た
(
各
応
)
。
貸
出
の
う
ち
主
な
る
も
の
は
、
師
資
金

〈
各
居
)
繊
維
闘
係
資
金
(
大
阪
、
名
古
屋
、
京
都
、
新
潟
、
熊
本
〉

加
工
水
産
物
蒐
荷
資
金
(札

幌、

小
樽
、
青
森
〉
水
産
物
蒐
荷
資
金
(
函
館
、
背
萩
、

下
関
〉
等
の
季
節
的
資
金
の
他
地
方
公

共
団
体
に
対
す
る
繋
ぎ
資
金
(
大
阪
、
仙
台
、
函
錯
、
車
一円謀
、
秋
田
、
高
松
)
等
で
あ
る
。
尚

各
支
庖
金
川
間
報
告
披
孝

昭
和
=
十
三
年
十
月
!
十
二
月

信
用
取
引
問
視
の
為
、
本
行
は
う
て
か
ら
商
業
手
形
に
よ
る
状
必
仰
を
懲
恕
し
て
来
た
が
増
加

運
転
資
金
請
要
の
撞
頭
を
契
機
に
本
行
の
商
業
手
形
の
円
割
引
は
増
嵩
を
示
L
つ
L
あ
る
(
大

阪)。「中
小
企
業
金
融
対
策
要
綱
」
に
基
〈
代
理
融
資
及
び
損
失
補
償
融
資
が
二
十
H
か
ら
実
施
せ

ら
れ
た
が
代
理
融
資
に
付
て
は
設
備
資
金
の
み
で
な
〈
む
し
ろ
運
転
資
金
を
融
通
し
て
も
ら
い

た
い
と
の
要
望
が
あ
り
(前
縞
)
又
損
失
補
償
融
資
に
付
て
は
柑
巾
蝦
行
の
資
金
綿
り
逼
迫
に
加

え
て
そ
の
損
失
負
担
が
七
割
に
及
ぶ
と
と
か
ら
銀
行
側
は
勢
い
慎
重
な
態
度
を
と
り
融
資
実
行

は
捗
々
し
か
ら
ず
(
小
樽
、

前
橋
、
甲
府
、
岡
山
、
高
松
〉
総
じ
て
期
待
外
れ
の
感
が
強
い
。

回
、
物

価

公
価
改
訂
後
既
に
三
ヶ
月
を
経
過
し
た
今
日
に
於
て
も
突
際
物
価
の
動
向
ば
意
外
に
平
静
を

保
ち
そ
の
問
問
値
の
ハ
ネ
返
り
現
象
は
微
趨
も
比
ら
れ
な
い
許
り
か
逆
に
公
価
に
納
骨
宵
せ
す
る

傾
向
も
出
現
し
殊
に
需
給
均
衡
品
の
一
部
に
は
公
価
を
割
っ
て
自
由
価
格
を
再
現
す
る
も
の
も

弗
々
散
見
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
(
大
阪
〉
。
個
々
の
品
目
に
何
て
み
れ
ば
燃
料
〈
各
賠
)
繊
維
品

(京
都
、

甲
府
、
金
沢
、
下
関
、
熊
本
)
靴
(
京
都
、
広
島
)
鶏
卵
(
静
岡、

松
木
〉
牛
乳
(
静
岡
、
松

本
〉
等
の
如
〈
臼
叩
騰
し
た
も
の
も
あ
る
が
大
勢
は
ド
落
の
傾
向
(
各
自
)
乃
至
横
誼
状
腺
(
仙
台
、

函
館
、
背
蘇
、
前
柄
、
高
知
、
相
同
)
に
あ
る
。
〈
堀
江
)

昭
和
二
十
三
年
十
月
|
|

十
二
月

+ 

中

月

一、
概

況

吉
田
新
内
閣
の
誕
生
は
温
迷
せ
る
政
局
に
一
脈
の
曙
光
を
賢
し
た
も
の
と
し
て
労
働
組
合
方

面
を
除
い
て
は

一
般
に
好
感
を
以
て
迎
え
ら
れ
た
〈
各
百
三
特
に
金
詰
り
と
経
営
難
に
悩
む
事

業
界
方
面
に
於
て
は
取
引
高
税
の
撤
廃
、
統
制
緩
和
を
新
内
閣
に
期
待
す
る
向
が
紗
く
な
い
。

然
し
一
般
に
は
新
給
与
ベ
ー
ス
を
綴
る
賃
銀
問
題
、
追
加
予
算
財
源
問
題
等
規
多
の
雌
問
題
の

横
た
わ
っ
て
い
る
現
在
、
従
来
の
財
政
金
融
政
策
に
急
激
な
る
変
化
は
有
り
m
何
ま
い
と
見
て
い

る
(
各
居
)
。

企
業
の
金
詰
り
は
依
然
と
し
て
経
和
せ
ら
れ
ず
特
に
中
小
企
業
丙
種
事
業
部
門
に

そ
の
声
は
強
く
(
大
阪
、
札
幌
、
仙
台
、
前
橋
〉

一
般
に
選
択
買
の
傾
向
並
び
に
同
業
者
聞
の
鏡

四
三一


